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総

務

委

員

会

◆
秩
父
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
及
び
秩
父
市
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

３
ヶ
月
以
上
の
育
児
休
業
を
と
る

場
合
育
児
休
業
計
画
書
を
提
出
す
れ
ば

休
暇
は
取
れ
る
が
、
再
度
３
ヶ
月
後
に

と
る
予
定
の
場
合
は
、
育
児
休
業
計
画

書
を
提
出
し
直
す
の
か
。

答　

育
児
休
業
と
計
画
書
は
、
原
則
と

し
て
１
回
で
あ
る
。
し
か
し
条
例
で
２

回
取
れ
る
制
度
で
あ
る
。
２
度
目
の
育

児
休
業
は
最
初
の
承
認
の
時
に
一
緒
に

計
画
書
を
出
し
日
付
を
記
入
し
て
お
く
。

問　

育
児
休
業
が
当
初
１
回
の
予
定
が

何
ら
か
の
事
情
で
２
度
目
を
取
ら
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
場
合
、
計
画
書
は
提

出
す
る
の
か
。

答　

特
別
の
事
情
に
該
当
す
る
か
、
何

ら
か
の
事
情
で
計
画
通
り
育
児
が
出
来

な
い
状
態
に
な
っ
た
時
は
、
計
画
書
は

い
ら
な
い
。
し
か
し
基
準
に
該
当
す
る

か
担
当
が
判
断
す
る
。

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）
所
管
費
目

問　

定
住
自
立
圏
推
進
事
業
、
救
急
関

係
と
い
う
事
で
説
明
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
説
明
を
。

答　

１
市
４
町
の
負
担
金
を
広
域
組
合

に
集
め
、
５
つ
の
事
業
を
広
域
組
合
に

お
い
て
行
う
も
の
で
、
１
つ
目
は
「
救

急
輪
番
の
補
助
割
り
増
し
」
で
、
救
急

各各常常任任委委員員会会のの報報告告

輪
番
病
院
に
対
し
補
助
金
の
大
幅
な
割

り
増
し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
２
つ
目

は
、「
救
急
車
の
機
能
向
上
」
で
救
急

車
内
に
装
備
さ
れ
て
い
る
除
細
動
器
、

患
者
監
視
装
置
等
の
更
新
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
３
つ
目
は
、「
救
急
体
制
維

持
の
た
め
の
主
要
４
病
院
選
択
メ

ニ
ュ
ー
」
で
、
救
急
輪
番
を
維
持
す
る

た
め
に
主
要
４
病
院
の
機
能
向
上
を
図

る
も
の
で
、
Ａ
・
Ｂ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
初

期
救
急
の
充
実
、
設
備
投
資
な
ど
将
来

投
資
等
が
あ
る
。
４
つ
目
は
、「
救
急

輪
番
担
当
病
院
周
辺
で
の
休
日
準
夜
帯

の
薬
局
の
開
設
。
５
つ
目
は
、
救
急
患

者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体

制
の
充
実
。
秩
父
の
場
合
は
、
脳
卒
中

や
心
臓
疾
患
の
方
が
多
く
回
復
す
る
た

め
の
他
病
院
と
の
連
携
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

　

以
上
５
点
に
つ
い
て
の
事
業
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
秩
父
の
地
域
完
結
型
医

療
を
目
指
し
て
い
く
。

○
以
上
２
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

生
活
産
業
委
員
会

◆
秩
父
市
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
秩
父
市
小
作
料
協
議
会
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）
所
管
費
目

問　

観
光
施
設
整
備
事
業
の
秩
父
川
瀬

祭
屋
台
・
笠
鉾
全
面
修
理
事
業
補
助
金

は
、
何
割
ぐ
ら
い
か
。

答　

上
限
８
０
０
万
円
と
し
て
、
２
分

の
１
。

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

◆
建
設
工
事
委
託
協
定
の
締
結
に
つ
い

て問　

積
算
の
根
拠
と
昭
和
55
年
か
ら
現

在
ま
で
に
日
本
下
水
道
事
業
団
に
同
様

な
発
注
の
形
態
で
事
業
を
実
施
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

答　

見
積
の
根
拠
は
、
市
が
下
水
道
事

業
団
に
委
託
し
、
事
業
団
が
民
間
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
発
注
す
る
が
、
秩
父

市
の
処
理
場
の
状
況
を
把
握
し
、
設
計

し
た
も
の
を
基
に
事
業
団
が
国
交
省
の

単
価
、
積
算
資
料
及
び
民
間
か
ら
見
積

を
求
め
、
積
算
し
て
積
み
上
げ
た
金
額

が
25
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
委
託
し
た

件
数
は
２
件
。

問　

積
算
が
市
で
で
き
な
い
理
由
は
。

答　

下
水
道
法
の
規
定
に
よ
り
政
令
で

定
め
る
資
格
が
あ
る
も
の
以
外
に
は
設

計
ま
た
は
工
事
の
監
督
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
有
資
格
者
の
い
な
い

地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
工
事
を
執

行
す
る
に
は
都
道
府
県
が
出
資
し
、
国

土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
設
立
し

た
日
本
下
水
道
事
業
団
は
法
人
格
を
持

つ
非
営
利
団
体
で
あ
り
、
規
定
に
よ
り

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
べ
き
官
業
を

代
行
で
き
る
唯
一
の
公
的
機
関
と
さ
れ

て
い
る
。

問　

事
業
団
の
手
数
料
の
根
拠
は
。

答　

管
理
諸
費
の
項
目
が
あ
り
、
工
事

費
の
５
％
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。

※
こ
の
件
に
つ
い
て
は
た
い
へ
ん
高
額

で
あ
り
、
財
政
上
も
厳
し
い
時
期
で
も

あ
り
、
市
民
感
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
面
も

あ
る
。
市
民
に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
説
明
や
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
、

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

○
以
上
５
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

秩父定住自立圏議員合同研修会の様子

下水道センターの現地調査の様子
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各各常常任任委委員員会会のの報報告告

文
教
福
祉
委
員
会

◆
秩
父
市
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　

移
転
先
の
現
在
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
い
つ
か
ら
供
用
開

始
に
な
る
の
か
。

答　

移
転
先
は
、
南
小
学
校
１
階
の
東

側
の
端
か
ら
２
番
目
の
教
室
を
予
定
し

て
い
る
。
一
番
端
の
教
室
が
ふ
れ
あ
い

学
校
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
隣
で
あ
る
。

現
在
、
そ
の
教
室
は
空
い
て
い
る
状
態

で
あ
り
、
準
備
は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
。

議
案
が
可
決
さ
れ
た
後
に
、
夏
を
中
心

に
工
事
を
行
い
、
今
年
度
後
半
か
ら
は
、

始
め
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
６

月
15
日
現
在
の
入
室
児
童
数
は
44
人
で

あ
る
。
そ
の
人
数
で
考
え
る
と
、
部
屋

の
広
さ
と
し
て
は
や
や
狭
い
の
で
、
時

間
帯
に
よ
っ
て
は
、
ふ
れ
あ
い
学
校
の

部
屋
を
併
用
す
る
こ
と
や
、
体
育
館
の

活
用
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

◆
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
所
管
費
目

問　

市
内
４
か
所
の
保
育
園
を
新
築
、

改
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
員
は
ど
の

く
ら
い
増
え
る
の
か
。
少
子
化
傾
向
が

続
い
て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
は
休
園

や
廃
園
に
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
か
。

答　

今
回
の
施
設
整
備
で
、
定
員
が
１

７
０
人
の
増
員
に
な
り
、
総
定
員
数
は

１
，
１
３
２
人
と
な
る
。
少
子
化
の
影

響
で
就
学
前
の
子
ど
も
が
減
っ
て
い
く

こ
と
を
考
え
る
と
、
将
来
的
に
は
、
老

朽
化
し
た
保
育
園
（
保
育
所
）
を
廃
園

等
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

最
近
０
〜
２
歳
児
の
入
園
希
望
が
非
常

に
増
え
て
お
り
、
０
〜
２
歳
児
が
入
園

で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ

は
保
育
園
を
そ
れ
ほ
ど
減
ら
し
て
い
く

必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
平
成
23

年
度
以
降
に
施
設
整
備
が
終
わ
っ
た
上

で
、
入
園
希
望
の
意
向
を
見
な
が
ら
、

廃
園
や
統
廃
合
を
考
え
て
い
く
よ
う
に

す
る
。

問　

保
育
園
が
隣
接
し
た
場
合
、
入
園

児
童
の
取
り
合
い
に
な
ら
な
い
か
。

答　

入
園
の
申
請
を
し
て
も
ら
う
と
き

に
、
第
３
希
望
ま
で
書
い
て
も
ら
い
、

担
当
課
で
入
園
の
調
整
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
取
り
合
い
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

な
る
べ
く
希
望
さ
れ
て
い
る
保
育
園
に

入
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

○
以
上
２
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

５
月
臨
時
議
会
で
、
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
決
議
さ
れ
、
８
名
の
委
員
で

設
置
さ
れ
た
。

　

６
月
３
日
、
第
１
回
委
員
会
を
開
催

し
、
本
委
員
会
で
審
査
す
る
内
容
の
協

議
を
行
い
、
早
急
に
協
議
す
る
項
目
を

「
議
員
定
数
に
つ
い
て
」「
議
員
報
酬
に

つ
い
て
」「
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
」「
テ

レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
議
会
中
継
・

放
映
に
つ
い
て
」
の
４
項
目
を
早
急
に

審
査
す
る
項
目
と
し
、
そ
の
後
協
議
す

る
項
目
に
つ
い
て
は
、「
市
議
会
基
本

条
例
に
つ
い
て
」「
一
般
質
問
の
運
営
・

形
式
に
つ
い
て
」「
行
政
視
察
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」「
夜
間
・
休
日
等
の
議

会
開
催
に
つ
い
て
」「
議
長
公
用
車
に

つ
い
て
」
の
５
項
目
を
協
議
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
研
修
会
・
勉
強
会
を
検

討
項
目
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
議
員

ク
ラ
ブ
活
動
を
充
実
し
て
も
ら
う
こ
と

で
協
議
項
目
か
ら
は
ず
し
た
。

　

６
月
定
例
会
で
「
秩
父
市
議
会
議
員

定
数
削
減
を
求
め
る
請
願
」
が
代
表
者

の
他
５
４
６
名
の
署
名
を
も
っ
て
提
出

さ
れ
た
。
内
容
の
要
旨
は
、
現
在
の
議

員
定
数
26
名
を
20
名
以
下
に
す
る
旨
の

請
願
で
あ
っ
た
。

　

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
審
査
し
た

結
果
、
本
特
別
委
員
会
で
早
急
に
審
査

す
る
項
目
と
も
関
連
が
あ
り
、
引
き
続

き
審
査
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
の
で

「
継
続
審
査
」と
な
っ
た
。
委
員
会
で
は
、

県
内
関
係
団
体
の
資
料
も
検
討
し
慎
重

に
審
査
し
て
い
く
。

〈
請
願
〉

◆
秩
父
市
議
会
議
員
定
数
削
減
を
求
め

る
請
願

○
継
続
審
査

〈
議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
〉

委
員
長　

浅
海　
　

忠　
　

副
委
員
長　

新
井　
　

豪　
　

委　
　

員　

上
林　

富
夫　
　

冨
田　

俊
和　
　

小
池　
　

治　
　

斎
藤　

捷
栄　
　

福
井　

貴
代　
　

宮
田　

勝
雄　
　

平成22年７月現在の南学童保育室

特

別

委

員

会

報

告

特

別

委

員

会

報

告

建

設

委

員

会

※
負
託
議
案
が
な
い
た
め
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。


